
明
治
の

「
青
春
」

語
の
活
性
化
と
分
化

玉
　
　
村

文
　
　
郎

回
　
は
じ
め
に

　
　
、
　
　
、

　
　
「
青
春
と
は
傲
慢
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
、
危
う
い
か
な
チ
ヤ
ホ
ヤ
の
ド

　
　
ラ
フ
ト
、
就
職
内
定
の
若
者
た
ち
。
」
二
九
九
〇
年
一
一
月
二
七
日
朝
日
新
聞

　
　
夕
刊
「
素
粒
子
」
）

　
右
の
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
代
は
、
あ
る
意
味
で
「
青
春
」
と
い
う

語
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
時
代
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
単
に

『
青
春
』
と
題
す
る
も
の
だ
け
で
も
、
伊
藤
整
、
内
村
直
也
、
大
岡
昇
平
、
岡

里
二
郎
、
小
栗
風
葉
、
邦
枝
完
二
等
の
作
物
が
あ
り
、
他
に
『
青
春
怪
談
』

『
青
春
行
状
記
』
『
青
春
群
像
』
『
青
春
行
楽
記
』
『
青
春
行
路
』
『
青
春
と
頽
魔
』

『
青
春
と
泥
淳
』
『
青
春
年
鑑
』
『
青
春
の
息
の
痕
』
『
青
春
の
歌
』
『
青
春
の
逆

説
』
『
青
春
之
詩
』
『
青
春
の
自
画
像
』
（
佐
藤
春
夫
・
前
田
河
広
一
郎
）
『
青
春

ひ
と
と
き
』
『
青
春
不
在
』
『
青
春
舞
台
』
『
青
春
物
語
』
『
青
春
論
』
な
ど
が
あ

　
　
　
　
　
明
治
の
「
青
春
」

っ
て
、
た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
『
息
子
の
青
春
』
『
明
治

の
青
春
』
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
、
推
理
小
説
や
映
画
・
歌
謡
の
題
名
に
も
、
「
青

春
」
の
語
を
用
い
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
題
名
の
中
の
「
青
春
」
の
語
の
嗜
矢
は
、
一
九
〇
五

（
明
治
三
八
）
年
の
小
栗
風
葉
の
『
青
春
』
で
あ
る
。
小
論
は
、
こ
の
よ
う
な

「
青
春
」
と
い
う
語
の
弘
通
に
ま
つ
わ
る
調
査
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
考
察
の
一

端
で
あ
る
。

　
　
　
　
□
　
現
行
辞
書
の
中
の
「
青
春
」

　
こ
こ
で
、
現
在
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
国
語
辞
書
で
「
青
春
」
と
い
う
語

を
引
い
て
み
よ
う
。

１
わ
か
い
時
代
。
元
気
で
わ
か
さ
に
あ
ふ
れ
る
時
期
。
固
青
春
は
二

　
　
度
と
か
え
ら
な
い
。
／
わ
が
青
春
に
悔
（
く
）
い
な
し
。
一
『
用
例
学
習
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
明
治
の
「
青
春
」

　
　
語
辞
典
』
　
一
九
七
〇
年
学
研
）

　
２
青
春
時
代
。
▼
人
生
の
春
に
た
と
え
ら
れ
る
若
（
わ
か
）
い
、
元
気
な
希

　
　
望
に
あ
ふ
れ
る
時
期
。
（
『
光
村
国
語
学
習
辞
典
』
　
一
九
八
三
年
　
光
村
教

　
　
育
図
書
）

右
の
よ
う
な
小
中
学
生
用
の
辞
書
で
は
、
「
青
春
」
に
つ
い
て
、
「
人
生
の
一
時

期
」
と
し
て
の
語
義
説
明
を
施
す
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
『
例
解

国
語
辞
典
』
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
『
現
代
国
語
例
解
辞
典
』
な
ど
の
一
般
成
人

用
国
語
辞
書
も
同
断
で
、
い
ず
れ
も
一
義
を
説
く
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
対
訳

辞
書
の
方
に
目
を
転
じ
て
も
、
『
新
和
英
大
辞
典
』
二
九
七
四
年
研
究
社
第

四
版
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
。
．
手
ｏ
。
。
肩
ぎ
ｏ
ｑ
ユ
昌
ｏ
７
ｏ
ユ
潟
↓
｝
宗
一
◎
二
罵
２
手
ｏ

匡
８
昌
冒
ｏ
注
導
一
◎
｛
Ｋ
昌
宇
一
Ｋ
昌
争
、
，
の
よ
う
に
、
英
語
の
．
、
Ｋ
昌
手
、
．
に
相

当
す
る
語
を
挙
げ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
前
記
の
学
習
用
辞
書
と
同

様
で
あ
る
。
一
般
成
人
用
国
語
辞
書
の
中
に
は
、
複
数
の
語
義
を
挙
げ
る
も
の

が
あ
る
。
そ
の
場
合
の
一
義
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
「
青
年
時
代
」
で
あ
る
が
、

別
義
と
し
て

　
　
春
。
「
時
は
こ
れ
　
　
、
日
ま
さ
に
暮
れ
な
む
と
す
」
▽
五
行
説
で
「
青
」

　
　
は
春
を
表
す
色
。
（
『
岩
波
国
語
辞
典
』
一
九
六
一
二
年
岩
波
書
店
）

を
挙
げ
る
も
の
が
あ
る
。
『
広
辞
苑
』
や
『
新
潮
国
語
辞
典
－
現
代
語
・
古
語

１
』
は
、
「
春
」
の
義
を
第
一
に
、
「
青
年
時
代
」
の
義
を
第
二
に
掲
げ
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
歴
史
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
編
集
さ
れ
た
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

書
で
あ
る
。
小
学
館
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
や
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
成
っ
た

『
国
語
大
辞
典
』
は
、
前
記
二
義
の
ほ
か
に

　
　
　
（
年
ご
と
に
春
が
め
ぐ
る
と
こ
ろ
か
ら
）
年
を
重
ね
る
こ
と
。
歳
月
。

　
　
ま
た
、
年
齢
。
＊
読
・
英
草
紙
－
三
「
青
春
十
年
を
折
（
く
じ
）
く
」

を
挙
げ
て
い
る
。
『
広
漢
和
辞
典
』
『
漢
語
林
』
『
角
川
漢
和
中
辞
典
』
な
ど
の

漢
和
辞
典
は
、
○
春
、
　
青
年
、
青
年
時
代
の
二
義
を
挙
げ
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
辞
書
を
概
観
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
現
代
で
は
「
青
春
」
の
語
義

が
ほ
ぼ
「
人
生
の
青
年
期
」
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。

回
　
近
世
末
期
ま
で
の

「
青
春
」

　
漢
語
「
青
春
」
の
古
い
用
例
は
一
五
四
八
（
天
文
一
七
）
年
ご
ろ
に
成
っ
た

『
運
歩
色
葉
集
』
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
）
の
収
載
語
と
し
て
の
「
青
春
・
青
陽
」

と
さ
れ
て
い
る
（
『
広
辞
苑
』
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）
。
こ
れ
は
一
五
七
一
（
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
シ
ユ
ン
　
　
　
　
ヤ
ウ

亀
二
一
年
の
京
大
本
一
運
歩
色
葉
集
一
で
は
青
春
・
青
陽
の
如
く
、

片
仮
名
の
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
＝
一
〇
〇
年
ご
ろ
に
成
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
に

　
青
天
　
ミ
黛
　
ミ
雲
（
中
略
）
ミ
陽
春
　
ミ
春

の
記
載
が
あ
り
、
辞
書
の
収
載
語
と
し
て
は
、
こ
の
方
が
は
る
か
に
古
い
。
十

巻
本
伊
呂
波
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
こ
の
語
の
使
用
が



あ
る
程
度
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
た
だ
い
ず
れ
の
場
合
も
語
義

と
し
て
は
「
春
季
」
で
あ
っ
た
。

　
一
七
一
二
一
正
徳
二
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、

昔姦

青芳陽九

陽春春春

一
二
春

見
二
千
武

帝
藁
要
二
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
盲

の
よ
う
に
、
「
春
」
の
類
語
を
挙
げ
る
中
で
「
青
春
」
を
記
載
し
て
い
る
。

　
平
安
末
期
か
ら
近
世
末
期
ま
で
の
辞
書
類
に
「
青
春
」
を
記
載
す
る
も
の
は
、

以
上
の
如
く
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
語
形
排
列
で
あ
れ
意
義
分
類
体
で
あ
れ
、

「
青
春
」
よ
り
も
「
青
陽
」
を
記
載
す
る
も
の
の
方
が
多
い
。
ま
た
、
両
語
を

掲
出
す
る
場
合
も
、
前
記
京
大
本
『
運
歩
色
葉
集
』
の
よ
う
に
「
青
春
」
を
先

に
記
載
す
る
も
の
は
稀
で
、
「
青
陽
」
を
先
に
記
載
す
る
の
が
例
で
あ
る
。

「
春
・
春
季
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
は
、
「
青
陽
」
の
方
が
は
る
か
に
一
般
的

で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
推
測
は
、

　
　
青
陽
の
春
も
来
り
、
浦
吹
く
風
も
や
は
ら
か
に
、
日
影
も
長
閑
に
な
り
ゆ

　
　
け
ど
…
一
『
平
家
物
語
』
巻
第
九
生
ず
き
の
沙
汰
一

を
代
表
例
と
し
て
、
古
く
は
『
懐
風
藻
』
『
菅
家
文
草
』
『
菅
家
後
集
』
な
ど
に
、

　
　
　
　
　
明
治
の
「
青
春
」

ま
た
中
世
の
も
の
と
し
て
は
『
義
経
記
』
『
謡
曲
集
』
な
ど
に
見
え
、
『
下
学

集
』
『
宣
賢
卿
字
書
』
『
易
林
本
節
用
集
』
『
落
葉
集
』
な
ど
の
辞
書
類
が
「
青

春
」
を
掲
出
せ
ず
、
た
だ
「
青
陽
」
の
み
を
掲
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
首

肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
回
　
明
治
以
降
の
辞
書
に
お
け
る
「
青
春
」

　
明
治
初
期
の
語
に
っ
い
て
調
べ
る
と
き
、
や
は
り
『
和
英
語
林
集
成
』
と

コ
言
海
』
が
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
両
者
が
消
極
的
な
意
味
に

お
い
て
参
考
に
な
る
。
つ
ま
り
両
者
に
は
、
「
青
春
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

の
で
あ
る
。
現
代
の
新
聞
や
雑
誌
の
用
語
を
調
査
し
た
場
合
、
「
青
春
」
は
上

位
三
、
○
○
○
語
に
は
入
る
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
使
用
度
数
の
大
き
い
語
で

あ
る
が
、
わ
ず
か
一
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
、
二
万
語
、
あ
る
い
は
四
万
語
を
掲
出

し
た
辞
書
に
そ
の
語
が
見
出
せ
な
い
と
い
う
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
和
英
語
林
集
成
』
に
も
コ
言
海
』
に
も
「
青
春
」
は
な
く
、
「
青
陽
」
が
次
の

よ
う
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　
　
↓
○
ｏ
ヨ
ー
≦
）
一
汁
ヘ
イ
寸
一
瑚
轟
一
戸
○
り
ｏ
ユ
目
胴
．
○
の
＜
箏
．
＝
＞
丙
ご
・

　
　
せ
い
■
作
う
一
名
）
〕
刷
奮
ノ
異
名
、
多
ク
初
春
ニ
イ
フ
。

　
『
和
英
語
林
集
成
』
の
英
和
の
部
を
検
し
て
、
「
青
春
」
な
る
訳
語
の
記
載
が

期
待
さ
れ
る
二
項
を
求
め
る
と
、

　
　
ｋ
（
ご
↓
ｐ
戸
考
饅
斤
巴
ａ
＝
二
一
◎
斤
ｏ
箏
巴
８
ｉ
ら
ひ
あ
プ
ひ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
明
治
の
「
青
春
」

　
　
ｏ
ｏ
男
…
９
戸
＝
胃
目
｝
了
…
（
以
下
略
）

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
初
版
に
な
く
後
に
増
補
さ
れ
た
第
三
版
に
よ

っ
て
更
に
一
項
を
追
加
し
て
も

　
　
ぎ
Ｏ
舅
Ｏ
雲
員
目
」
芽
；
・
二
８
ぎ
量
二
・
斤
二
事
目
。
戸

と
あ
る
の
み
で
、
期
待
さ
れ
た
「
青
春
」
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
八

一
四
（
文
化
一
一
）
年
に
成
っ
た
『
暗
厄
利
亜
語
林
大
成
』
や
一
八
六
六
（
慶

応
二
）
年
に
出
さ
れ
た
『
江
戸
再
版
　
薩
摩
辞
書
』
を
見
て
も
、
「
青
春
」
な

る
訳
語
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
辞
書
の
中
で
「
青
春
」
を
記
載
し
た
も
の
は
、
明
治
初
期
・
中
期
の
も
の
に

は
な
く
、
末
期
の
も
の
に
な
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
登
載
が
見
ら
れ
る
。
一
九
〇

九
（
明
治
四
二
）
年
刊
の
『
日
本
類
語
大
辞
典
』
の
「
き
せ
つ
一
季
節
一
」
の

項
下
に
あ
る
「
は
る
一
春
一
」
の
第
八
語
が
「
青
春
」
で
あ
る
。
こ
の
辞
書
は

名
の
如
く
類
語
を
広
く
集
め
た
も
の
で
、
一
般
の
辞
書
の
よ
う
な
語
釈
は
施
し

て
い
な
い
が
、
分
類
の
項
目
か
ら
見
て
、
こ
の
「
青
春
」
が
「
春
季
」
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
類
語
約
二
十
万
項
目
を
載
せ
た
本
書

で
あ
れ
ば
こ
そ
「
青
春
」
が
記
載
さ
れ
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
「
青
年
時
代
」
を
意
味
す
る
「
青
春
」
の
用
例
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
一
九
二
一
（
明
治
四
五
）
年
初
版
刊
行
の
轟
独
和
大
辞
典
』
（
登
張
信
一
郎

著
大
倉
書
店
）
の
．
．
句
昌
雪
一
お
．
，
の
項
に

　
　
～
｛
易
－
争
ｇ
吻
今
洋
一
瑚
嚇
も
隼
｛
ｏ
目
～
ケ
ｇ
持
苧
了
嚇
ｐ
瑚
蝋
ｅ
．

六
二

と
い
う
記
載
が
見
え
、
ま
た
．
．
旨
ｏ
ｑ
ｏ
己
、
．
の
項
に

　
　
ぎ
宗
『
勺
邑
〒
宗
『
旨
ｏ
ｑ
昌
守
ｏ
岸
瑚
嚇
塀
弁
汀

が
見
え
、
さ
ら
に
．
．
■
｝
ｏ
冨
“
．
．
の
項
に

　
　
～
牙
易
“
｛
昌
；
轟
昌
青
春

が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
語
「
青
春
」
の
例
が
、
第
二
例
を
除
い
て
、
「
青

年
時
代
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
原
語
か
ら
見
て
議
論
の
余
地
の
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
初
版
の
『
廿
英
和
大
辞
典
』
（
至
誠
堂
刊
）
の

。
．
＞
ま
一
２
８
巨
．
．
（
声
｛
◎
一
鶉
ｏ
昌
８
の
子
見
出
し
）
に
「
青
春
の
」
の
訳
語
が
あ

る
。
同
年
刊
の
『
珊
い
字
国
語
辞
典
』
（
上
田
万
年
著
　
冨
山
房
）
に
は

　
　
ｏ
ｏ
〇
一
あ
プ
昌
瑚
嚇
一
於
一
－
．
可
か
．
瑚
覇
一
覇
嚇
一
畔
琳
．
Ｎ
．
庁
「
り

　
　
“
．
舟
予
苧
ｅ
一
瞬
．

と
あ
っ
て
、
現
代
の
『
広
辞
苑
』
と
語
義
の
区
分
も
記
述
順
も
一
致
す
る
。

　
　
　
　
囚
　
明
治
以
降
の
文
学
作
品
に
お
け
る
「
青
春
」

　
夏
目
漱
石
は
「
青
春
」
な
る
語
を
次
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

○
こ
の
無
鉄
砲
な
希
望
に
は
、
さ
す
が
青
春
の
気
に
満
ち
て
、
大
い
に
同
膚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

　
　
を
寄
す
べ
き
雪
江
さ
ん
も
一
寸
毒
を
抜
か
れ
た
体
で
あ
っ
た
が
（
『
吾
輩

　
　
は
猫
で
あ
る
』
）

　
か
れ
こ
れ

　
彼
是
二
三
十
分
し
た
ら
、



　
青
春
二
三
月
。
愁
随
芳
草
長
。
閑
花
落
空
庭
。
素
琴
横
虚
堂
。
蜻
蛸
掛
不

　
動
。
象
煙
続
竹
梁
。

　
と
云
ふ
六
句
丈
出
来
た
。
一
『
草
枕
』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ち

　
心
臓
の
扉
を
黄
金
の
鎚
に
敵
い
て
、
青
春
の
盃
に
恋
の
血
潮
を
盛
る
。

　
　
一
『
虞
美
人
草
』
一

＠
三
四
郎
は
切
実
に
生
死
の
問
題
を
考
へ
た
事
の
な
い
男
で
あ
る
。
考
へ
る

　
　
に
は
、
青
春
の
血
が
、
あ
ま
り
に
暖
か
過
ぎ
る
。
（
『
三
四
郎
』
一

　
　
そ
の
上
世
間
の
小
説
に
出
て
来
る
青
春
時
代
の
修
辞
に
は
、
多
く
の
興
味

　
　
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
『
そ
れ
か
ら
』
）

　
＠
そ
の
日
は
こ
の
問
と
は
打
っ
て
変
っ
て
、
青
春
の
第
一
日
と
も
い
ふ
べ
き

　
　
暖
か
い
光
を
、
南
へ
廻
っ
た
太
陽
が
自
分
達
の
上
へ
投
げ
か
け
て
い
た
。

　
　
一
『
行
人
』
）

　
右
の
六
例
の
う
ち
、
　
は
漢
詩
の
中
の
用
例
で
、
「
春
季
」
の
意
で
あ
る
。

＠
は
「
春
季
」
と
「
青
年
時
代
」
の
両
義
を
蔵
し
て
い
る
と
も
解
せ
る
が
、
前

後
の
文
脈
を
考
え
る
な
ら
ば
前
者
の
義
に
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
他
の
四
例

は
す
べ
て
、
現
代
一
般
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
青
春
」
即
ち
「
青
年
時
代
」
の
義

で
あ
る
。
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
発
表
は
、
小
栗
風
葉
の
『
青
春
』
の
そ
れ

と
時
期
が
重
な
る
の
が
、
偶
然
の
符
合
か
ど
う
か
調
査
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

明
治
の
文
学
者
の
使
用
例
で
、
『
青
春
』
以
前
の
も
の
は
、
目
下
の
管
見
の
範

囲
で
は
高
山
樗
牛
の

　
　
　
　
　
明
治
の
「
青
春
」

¢
あ
だ
に
過
ご
せ
し
幾
と
せ
の
、

　
偽
多
く
っ
み
深
き
と
想
ひ
て
、

　
　
こ
こ
に
青
春
の
移
ろ
ひ
や
す
く
、

　
　
勝
事
の
と
こ
し
へ
な
ら
ざ
る
を
嘆
き
そ
め
に
き
。

　
　
（
『
わ
が
そ
で
の
記
』
）

＠
道
学
先
生
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
変
愛
の
如
き
は
青
春
の
迷
ひ
に
過
ぎ
ざ

　
　
ら
ん
、
然
れ
ど
も
是
の
如
き
迷
ひ
は
醒
め
た
る
も
の
に
と
り
て
永
遠
の
悔

　
　
恨
に
非
ざ
る
べ
き
乎
。
（
『
美
的
生
活
を
論
ず
』
）

の
二
例
で
あ
る
。

　
文
学
作
晶
の
用
語
索
引
に
よ
っ
て
も
、
森
鴎
外
や
志
賀
直
哉
な
ど
に
は
「
青

春
」
の
使
用
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
点
、
漱
石
は
注
目
す
べ
き
作
家
で

あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
回
　
語
彙
体
系
か
ら
見
た
「
青
春
」

　
漢
語
「
青
春
」
は
も
と
も
と
五
行
説
に
発
し
た
語
で
、
「
朱
夏
」
「
白
秋
」

「
玄
冬
」
と
と
も
に
、
四
季
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
「
色
彩
語

十
季
節
名
」
と
い
う
結
合
に
な
る
二
字
熟
語
で
、
四
者
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
辞
書
類
に
も
そ
ろ
っ
て
四
語
を
掲
出
す
る
も
の

は
極
端
に
少
な
く
、
記
載
に
破
行
現
象
が
見
ら
れ
る
。
近
世
の
『
和
漢
三
才
図

会
』
の
よ
う
な
詳
し
い
記
載
の
中
に
も
「
白
秋
」
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
明
治
の
「
青
春
」

の
で
あ
る
。
こ
と
を
「
青
春
」
に
限
っ
て
述
べ
よ
う
。
「
春
」
を
表
す
二
字
漢

語
と
し
て
は
、
「
青
陽
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
「
青
春
」
は
長
ら
く
第
二

位
以
下
の
地
位
に
あ
っ
た
。
中
古
か
ら
近
世
末
期
ま
で
「
青
春
」
の
命
脈
は
あ

た
か
も
地
下
水
の
如
く
地
表
に
現
れ
な
い
か
た
ち
で
続
い
て
き
た
か
に
見
え
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
青
春
」
は
決
し
て
枯
死
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明

治
に
な
っ
て
「
青
春
」
は
「
青
陽
」
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
、
あ
ら
た
な
活
性

を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
活
性
化
に
は
、
漢
語
「
青
春
」
が

本
来
内
在
さ
せ
て
い
た
語
義
上
・
文
字
上
の
理
由
と
と
も
に
、
明
治
と
い
う
時

代
が
も
っ
た
外
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
内
在
的
理
由
の
第
一
は
、
「
青
春
」
が
す
で
に
古
代
中
国
に
お
い
て
、

　
○
春
　
　
若
い
時
代
、
青
年

の
二
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
青
陽
」
に
は
右
の
　
の
義
は
な
い
。

か
く
て
、
「
青
春
」
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
Ｏ
の
義
の
み
な
ら
ず
、
自
然
に
　

の
義
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
べ
き
命
運
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
本
邦
の

漢
詩
文
の
中
に
稀
に
　
の
義
の
用
例
を
見
出
す
の
は
、
言
わ
ば
自
然
の
理
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
例
え
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
挙
げ
る
祖
株
集
　
梅
花
落

「
綾
憐
同
白
髪
、
已
悦
異
青
春
」
な
ど
で
あ
る
。
内
在
的
理
由
の
第
二
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
字
の
こ
と
が
あ
る
。
「
青
春
」
の
＠
の
義
と
し
て
漢
和
辞
典
の
記
す
と
こ
ろ

は
、
「
年
の
若
い
こ
と
。
若
い
時
代
。
ま
た
、
青
年
。
若
者
。
」
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
年
代
で
あ
る
の
か
、
人
問
で
あ
る
の
か
、
限
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

る
。
属
性
な
の
か
、
そ
の
具
有
者
な
の
か
が
確
定
で
き
な
い
。
か
か
る
状
況
は
、

英
和
、
独
和
な
ど
の
辞
書
の
訳
語
相
互
の
問
に
も
看
取
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

漢
語
「
青
春
」
が
　
の
義
の
う
ち
「
青
年
・
若
者
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
と
想

定
す
る
と
、
「
青
」
と
い
う
漢
字
を
共
有
す
る
だ
け
に
、
○
の
義
の
単
な
る

「
春
」
で
は
な
く
、
人
生
の
春
を
示
す
　
の
義
と
し
て
の
使
用
へ
の
傾
斜
が
促

進
さ
れ
た
こ
と
が
、
動
機
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
「
季
節
と

し
て
の
春
」
と
は
異
な
る
「
人
生
の
春
」
を
限
定
し
て
表
す
た
め
の
分
化
の
意

識
が
作
用
し
た
は
ず
で
あ
る
。
か
く
て
、
漢
語
「
青
春
」
は
お
お
よ
そ

ａｂＣｄｅ

Ｑ
お
よ
び
　

○
中
心

Ｑ
お
よ
び
　

　
中
心

　
の
み

（
中
国
で
）

（
日
本
中
近
世
）

（
明
治
前
期
）

（
明
治
後
期
）

（
大
正
以
後
）

の
よ
う
な
段
階
を
経
て
今
日
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
外
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
考
え
る
べ
き
事
項
が
あ
る
。
そ
れ
は

明
治
と
い
う
時
代
が
開
国
後
、
急
速
な
近
代
化
を
目
指
し
た
時
期
で
あ
り
、
科

学
．
技
術
・
産
業
の
面
だ
け
で
な
く
、
文
芸
・
思
想
の
面
に
お
い
て
も
、
積
極

的
に
西
欧
の
も
の
を
摂
取
・
吸
収
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

．
．
壱
目
苧
．
。
一
．
．
＆
◎
一
鶉
ｏ
彗
８
．
．
一
．
。
着
昌
胴
、
．
等
々
の
訳
語
と
し
て
、
と
り
わ
け

浪
漫
主
義
思
潮
に
お
け
る
「
青
年
時
代
」
「
思
春
期
」
を
表
す
訳
語
と
し
て



「
青
春
」
が
恰
好
の
位
置
を
占
め
て
行
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

樗
牛
の
使
用
に
そ
の
経
緯
の
一
切
が
う
か
が
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
漢
語
「
青
春
」
は
、
本
来
の
語
彙
体
系
か
ら
突
出
し
て
、

現
代
で
は
独
自
の
座
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
し
か
し
、
す
で
に
古

代
中
国
の
語
義
が
示
す
如
く
、
も
と
も
と
「
春
」
が
自
身
内
包
し
て
い
る
と
こ

ろ
の
、
あ
る
い
は
比
瞼
と
し
て
転
化
さ
せ
や
す
い
「
人
生
の
春
」
へ
の
分
出
を
、

自
ら
の
歴
史
の
中
で
確
定
的
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
圃
　
お
わ
り
に

　
以
上
は
、
わ
が
国
の
近
代
的
辞
書
の
嗜
矢
と
目
さ
れ
る
Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
の

『
和
英
語
林
集
成
』
、
大
槻
文
彦
の
『
言
海
』
に
「
青
春
」
な
る
語
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
に
端
を
発
し
た
小
さ
な
探
求
の
ま
と
め
で
あ
る
。
語
の
変
容
が
、
語
形

に
、
語
義
に
、
時
に
は
そ
の
両
面
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
青
春
」
は
語

義
と
語
彙
体
系
の
面
で
問
題
に
な
る
語
で
あ
っ
た
。
明
治
と
い
う
語
彙
の
変
動

の
激
し
か
っ
た
時
期
に
、
個
々
の
語
が
ど
う
い
う
動
機
、
い
か
な
る
理
由
に
よ

っ
て
変
わ
る
の
か
（
あ
る
い
は
変
わ
ら
な
い
の
か
）
、
ど
う
い
う
面
に
変
容
が

生
じ
や
す
い
の
か
な
ど
に
っ
い
て
、
語
彙
・
語
史
の
研
究
の
一
端
と
し
て
考
察

し
て
み
た
。
調
査
す
べ
き
資
料
と
し
て
は
、
文
学
作
品
の
ご
く
一
部
し
か
扱
わ

ず
、
こ
と
明
治
に
限
っ
て
も
、
新
聞
・
雑
誌
を
対
象
と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
後
考
を
期
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
明
治
の
「
青
春
」
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『
同
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閉
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一
九
六
四
、
同
報
告
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７
『
電
子
計
算
機
に
よ
る
新

　
聞
の
語
彙
調
査
』
一
九
七
〇
一
い
ず
れ
も
秀
英
出
版
一
等
に
よ
る
と
、
「
青
春
」
の

　
使
用
率
は
ｏ
・
ｏ
竃
夢
～
○
・
○
違
ぎ
で
あ
り
、
新
聞
用
語
で
の
順
位
は
一
、
八
九
〇
位

　
で
あ
る
。

　
　
項
目
の
前
の
↓
印
は
、
書
き
こ
と
ば
・
魔
語
に
付
せ
ら
れ
る
も
の
。

　
　
『
広
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店
。

六
五
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